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1 研究背景と目的 
 La5Mo4O16 は,遷移金属 Mo を中心に持つ正八面

体 MoO6 が擬正方格子を組む層状構造を取る。正

方格子上に市松に配置した Mo4+(4d2)と Mo5+(4d1)
はそれぞれ S=1,S=1/2 のスピンを持ち、面間は非

磁性クラスターの Mo2O10 でのみつながっていて,ス
ピンを持つ面同士が十分離れているため、２次元

磁性体とみなせる。また a 軸と b 軸,及び b 軸と c
軸は 90 度をなすが a軸と c軸は 95 度を成す,単斜

晶である。面内の Mo-O-Mo の結合角は b 軸方向

が 180 度であるのに対し,a 軸方向は 155.15 度とな

っている。この物質は 190K 付近で磁気転移を起こ

し,転移温度以下で面内はフェリ磁性,面間は反強

磁性となる[1]。また T1=60K 及び T2=90K 付近で磁

化率や歪に異常が現れ[2],歪に関しては,a 軸と b
軸に異方性があることが知られていた[3]。そこで

本研究では面間の異方性だけでなく,面内異方性

についても,磁化の温度依存性や磁場依存性測定,
及び磁気抵抗測定によって調べた。 
2 実験方法 
 La2MoO6 と MoO3 を原料として,真空封入法で多

結 晶 La5Mo4O16 を 得 て , こ の 多 結 晶 を 用 い

て,Floating Zone 法により,Ar 雰囲気下で結晶成長

させて単結晶試料を得る。磁化は SQUID 磁束系

で測定した。磁気抵抗測定は接触抵抗の影響を

排除するため 4 端子法を用いて測定した。 
3 実験結果及び考察 
 300K で 5T まで磁場を印加し,4K まで降温し,4K
で磁場を 0.1T にしてその後 300K まで昇温して測

定した磁化を図 1 に示す。5T での磁化におい

て,190K 付近から 130K 付近にかけて ab面内に異

方性が見られる。さらに図 2 に示す磁化の磁場依

存性の結果から,±3.5T 付近で a 軸方向にのみ磁

化に異常が現れることがわかる。これらの異方性

は,MoO6 八面体の Mo-O-Mo の結合角の ab 面内

の違いによるものであると考えられる。 
 a軸,b軸,c軸方向の 4 端子の磁気抵抗測定の結

果を図 3(a)(b)(c)に示す。a 軸と b 軸の測定に再現

性がないが,これは a軸の測定の際に c軸の成分が

混ざったためであると考えられる。試料の ab 面の

両面に電圧端子をとり,それを可変抵抗で配分した

ものを用いて行った a 軸の磁気抵抗測定を図 3(d)
に示す。片側が表面を,もう片側は裏面に配分する

と,c軸方向や b軸方向の磁気抵抗測定では見られ

ない正の磁気抵抗が現れた。これは a 軸の負の磁

気抵抗から c 軸の負の磁気抵抗を引いた分の効

果が現れた結果として正の磁気抵抗となっている

と考えられる。 

 
図 1.La5Mo4O16 の磁化の温度依存性(左) 
図 2.La5Mo4O16 の磁化の磁場依存性(150K)(右) 
 
                      

     
                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 3. La5Mo4O16 の４端子磁気抵抗測定 

  ((a) a,b 軸(1 回目) (b) a,b 軸(2 回目) (c) c 軸 
(d)a 軸(可変抵抗を用いた測定) 
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